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院病
ム

ロ

努

働

省

で

は

で

あ

り

、

魚

種

市

は

綜

合

宿

院

旬
、
勢
働
災
害
保
険
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
・
牒
下
の

紅

院

の

国

の

事
業
と

医

療
機
関
の
配
置
上
か
ら
も
.

L

配
U

し
て
全
国
数
ケ
当
地
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
遁

J
A
所
に
努
災
病
院
当
と
考
え
.
そ
の
震
を
述
べ

司
叫
勾
を
設
置
し
て
い
て
関
係
方
面
に
そ
の
認
識
を
得

E
H
3
.
先
年
来
る
事
に
努
力
し
て
、
そ
の
結
果

当
市
の
要
望
が
容
れ
ら
れ
、
今

北
陸
三
豚
の
う
ち
一
ケ
所
に
努ニ

国
勢
働
省
に
於
て
魚
津
市
に
設

災
病
院
設
置
の
計
画
が
あ
っ

T

置
さ
れ
る
事
こ
内
定
さ
れ
た
衣
完
成
の
上
は
・
加
積
の
高
台

の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
富
山
際

t

-

第

で

あ

り

ま

す

。

地

に

環

境

の

め

ぐ

ま

れ

た

風

光

一
経
営
者
協
会
に
於
て
富
山
将
一
詐

一
致
の
要
望
が
努
働
省
の
方
に
白
魚
津
市
は
、
こ
の
病
院
用
地
と
建
築
美
と
相
侠
っ
て
・
市
の

一
本
経
営
者
団
体
連
盟
と
共
に
運
と
し
て
、
一
万
坪
を
国

へ
寄
附
一
つ
の
近
代
的
設
備
と
し
て
市

一
動
さ
れ
て
鯨
も
之
に
協
力
さ
れ
す
る
こ
と
に
し
・
そ
の
場
所
を

民
の
皆
様
の
前
に
現
わ
れ
る
こ

一
三
位
γ
れ

ヶ

ド

ド

訪

日

村

山

内

投

れ

と

で

あ

り

ま

し

ょ

う

o

一
宮
の
上
は
、
魚
津
市
に
設

置

鋲

諒

喰

宍

匙

禁

;
i
j
i
j
i

一
さ
れ
た
い
と
の
意
闘
を
以
っ
て
地
調
査
の
上
、
具
体
的
な
計
画
一

一
関
係
方
面
に
内
々
交
渉
を
重
ね
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
…
住
宅
の
増
築
資
金
一

一
て
い
た
と
こ
ろ
、

富
山

鯨

へ

設

「

。

日

一
宣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
一
こ
の
病
院
は
綜
合
病
院
で
あ
…
が
公
庫
か
ら
借
り
一

一
す
け
開
設
往

3
ゆけれ
γ
都
民
ド
ロ
認
は
ら
れ
ま
す
一

一

に

於

て

市

は

富

山

鯨

内

に

於

け

叩

一

ら

れ

る

も

の

で

あ

り

ま

す

が

、

川

申

込

期

間

九

月

十

二

日

か

ら

一

一
る
位
置
の

選

定

に

つ

い

て

魚

津

町

一
市
に
設
置
さ
れ
る
よ
号
、
し
ば
一
般
の
診
療
も
取

扱

わ

れ

る

点

…

九

月

末

日

ま

で

一

一
/
¥
省
及
び
豚
.
並
び
に
経
営
に
於
て
他
の
公
立
病
院
と
何
等
ヤ
申
込
場
所
北
銀
魚
津
支
庖
一

一
者
団
体
連
盟
、
第
働
関
係
等
各
変
り
は
な
く
、
市
民
が
受
け
る
一
自
分
の
家
庭
が
狭
い
た
め
住
居
一

一
方
面
に
熱
心
に
要
望
を
続
け
て
医
療
施
設
と
し
て
役
立
つ
こ
と
一

一

句

部

分

を

増

築

し

た

い

方

は

、

西

一

一

来

た

の

で

あ

り

ま

す

。

は

勿

論

で

す

。

山

一
即
ち
魚
津
市
は
・
廊
下
の
工
病
院
の
設
備
の
内
容
は
未
だ
苦
の
申
込
み
を
し
て
、
坪
当
り

一
場
地
帯
の
一
部
を
な
し
て
お
詳
細
に
は
刊
り
ま
せ
ん
が
、
病
叩
建
築
費
三
万
円
に
対
す
る
牢
額

一
り
、
将
来
の
工
業
都
市
と
し
て

w
の
一
万
五
千
円
宛
二
郎
か
ら
十

一

床

は

二

百

ベ

ッ

ト

の

予

定

で

あ

日

月
、

一

駒

山

賠

品

別

γ
ぷ

日

制

り
ブ
最
新
の
医
療
設
備
が
設
け
守
分
迄
借
り
ら
れ
ま
す
o

，

喧

償
還
は
五
ヶ
年
間
で
利
率
年
有

年

I

l

i

l

i

-

-

l

i

l
-

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

一
分
五
匝
で
す
。

ω

基

本

選

奉

人

名

簿

の

す
、
増
築
部
分
を
合
せ
て
住

;
i

市
宅
が
三
十
坪
以
上
の
場
合
は
借

町

登

載

申

告

は

済

み

ま

し

た

か

日

…

り

る

こ

と

が

出

来

ま

せ

ん

。

り
付
け
て
あ
る
昨
年
の
申
告
書
…
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

共
、
御
提
出
願
い
ま
す
o

w

せ
ん
で
当
せ
ん
者
が
き
ま
り
ま

な
お
、
九
月
一
日
付
の
市
広
報
仇

日
す
。
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

を
御
覧
下
さ
い
。
前
号
の
広
報
日

に
調
製
期
日
を
九
月
五
日
と
あ
…
北
銀
魚
津
支
底
究
は
市
役
所
厚

り
ま
す
の
は
.
九
月
十
五
日
の
一
生
課
で
問
合
せ
下
さ
い
。

誤
植
で
あ
り
ま
ず
か
ら
正
誤
致

w

し
ま
す
。

魚
津
市
じ
設
置
内
定

ら
れ
、
至
極
近
代
的
な
鉄
筋
三

階
建
の
明
る
い
病
院
建
築
が
な

さ
れ
る
も
の
と
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
は
用
地
の
整
地
及

び
基
礎
工
事
で
、
明
年
よ
り
建

築
に
着
手
し
‘
二
ヶ
年
で
完
成

の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
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基
本
選
翠
人
名
簿
の
菅
載
申
告

書
ハ選
畢
資
格
者
申
告
書
〉
を
.

広
報
員
の
方
々
を
煩
し
て
各
戸

に
配
付
致
し
ま
し
た
が
、
本
月

中
な
る
べ
く
早
目
に
申
告
し
て

下
さ
い
。
申
告
書
は
.
各
国

ハ部
落
〉
毎
に
、
広
報
員
の
方
々

に
取
緩
め
て
頂
き
ま
す
が
、
貼

園
遁
八
号
線
等
の
早
急

賓

現

を

陳

情

鯨
下
を
視
察
中
の
、
建
設
省

栢
浦
事
務
次
官
を
は
じ
め
、
山

本
治
水
課
長
、
立
制
中
部
建
設

局
長
等
一
行
は
鯨
土
木
部
長
等

関
係
課
長
と
共
に
去
る
九
月
二

日
早
月
川
護
岸
の
朕
況
等
を
詳

細
に
観
察
し
た
後
市
内
を
一
巡

し
て
道
路
賦
況
等
を
実
地
に
親

察
し
た
後
市
役
所
会
議
室
で
、

休
憩
し
た
が
、
席
上
市
長
か
ら

国
道
入
号
線
の
早
急
実
現
方
と

片
良
川
砂
防
工
事
の
実
施
方
.

並
に
災
害
復
旧
工
事
の
促
進
に

つ
い
て
陳
情
が
な
さ
れ
た
。

特
に
国
道
入
号
線
は
、
都
市
計

画
街
路
網
の
棋
幹
と
な
り
、
道

帽
の
狭
い
市
に
あ
っ
て
は
.
ど

う
し
て
も
早
急
に
実
現
し
て
貰

い
た
い
と
要
望
、
叉
片
貝
川
砂

防
工
事
の
実
施
に
つ
い
て
も
近

年
奥
地
、一

帯
の

崩
壊
に
よ
り
年

間
百
万
立
方
米

の
土
砂
が
流
失

す
る
駕
河
床
が

上
り
.
全
く
危

険
な
朕
態
に
あ

る
が
砂
防
工
事

は
鑑
工
事
と
費

用
も
莫
大
に
か

L

る
矯
放
置
さ

れ
た
盛
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ

れ
は
災
害
防
止

の
根
源
で
私
あ

り
、
治
山
治
水

の
完
壁
は
砂
防

工
事
の
実
現
如

何
に
よ
る

ε強

く
そ
の
実
施
方

お

願

し、

線
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

石
橋
を
叩
い
て
渡
る
と
の
諺
の

遁
り
、
注
意
の
上
に
も
注
意
し

て
、
一
寸
の
不
注
意
か
ら
取
返

し
の
つ
か
ぬ
事
故
を
起
き
ぬ
様

に
左
の
事
項
を
固
く
守
り
ま
し

ょ
う
。

た様が線折 向方特まれ 1現水上約災も 害 を
。努‘の建去が別 L 、セ在災り三筈、復市
力 な 早 設る陳なのあ 約書、 Oだ二旧長
する急 省 九情考 ，ノ五にそ Oけ七工か
るべ実を月さ 鼠肢 とト 億よ の余で‘ 事 ら
とく現訪入れで態のだ数る殆個累二の要
の早等ね日ま早に分け千もん所計 i¥促諮
こくを、市し 急 あは，万のどでは年進し
と実陳園 長た災る宋か円では十、土にた
で現情温上。害の復復五あ二億勝木つ。
あすし入京 復で旧旧 Oる七円市関い向
つるた号の 旧、のさパが年にで係て災

さきうはる伺 事 大同め必伺対同め付
ハ い は し つ 線 は き ま ず に ま
国。 予 て と 路 踏 避 い巾しー綜止小し鯨
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富 国 作 て 接 の まで狭う停をまのうの
山 鉄ら避近見し横い@車横し線。遁
保 、にねけし透よ断踏 し 断 よ 路 行記
線 連ばまてしうす切 てすう内 は
区 絡なし酒を。る遭 左る。盟主絶
よ しらよ架阻ょを右主戯対
り てぬう作害う巾をきはに

下と F句すなの確は紹止

今
般
騒
音
防
止
に
関
す
る
指

導
取
締
要
領
が
制
定
さ
れ
、
今

后
指
導
取
締
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
騒

音
の
対
象
と
な
る
も
の
は
.
交

通
騒
雪
、
工
場
騒
普
及
び
広
告

宣
偉
騒
普
等
で
あ
り
ま
す
。

騒
雷
防
止
に
関
す
る

指
導
取
締
要
領

は
突
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
ず
か
ら
、

自
動
車
蓮
輔
、
工

場
経
営
者
、
広
告
宣
偲
等
の
関

係
者
は
充
分
注
意
し
て
他
人
に

迷
惑
に
な
ら
な
い
様
に
こ
の
主

旨
に
御
協
力
下
さ
る
様
お
願
い

〈
写
誌
は
説
明
す
る
市
長
〉

騒
一
音
防
止
に
つ
い
て

し
ま
す

騒
害
防
止
指
導
取
締
要
領

目
的

交
遁
普
及
び
拡
声
政
迭
そ
の
他

音
響
機
器
等
の
騒
音
を
防
止
し

社
会
生
活
の
静
穏
を
闘
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

O
要
領

一
、
交
通
機
関
騒
普
諸
車
叉
は

軌
道
草
を
運
略
す
る
者
は

警
音
器
の
使
用
に
つ
い
て

次
の
事
項
を
遵
守
す
る
こ

と

L
学
校
、
図
書
館
、
病
院
‘

そ
の
他
静
穏
を
必
要
と
す
る
場

所
の
周
漫
に
お
い
て
み
だ
り
に

鳴
ら
さ
な
い
。

。
ム
突
き
点
等
に
お
い
て
前
車

の
発
進
を
促
す
る
た
め
に
み
だ

り
に
鳴
ら
さ
な
い
@

り
山
こ
と
さ
ら
に
他
の
諸
車
交

は
歩
行
者
に
さ
き
が
け
て
進
行

す
る
た
め
に
鳴
ら
さ
な
い
。

4h
そ
の
他
客
引
、
あ
い
さ
つ

、
発
進
停
止
の
知
ら
せ
等
に
安

全
な
場
所
の
外
鳴
ら
さ
な
い
こ

と。ふ
市
外
よ
り
市
内
に
蓮
ず
る

軌
道
車
に
し
て
市
街
地
に
お
け

る
警
菅
器
の
音
量
は
市
内
一
一
般

電
車
と
同
一
の
も
の
と
す
る
。

二
、
拡
声
政
選

付
定
着
し
て
宣
傭
広
告
等

の
た
め
の
錆
声
政
選

-
学
校
圃
書
館
叉
は
宿
院

の
周
遜
に
お
い
て
授
業
、
医
療

等
に
支
障
の
あ
る
音
量
を
発
し

な
し
。

-
交
通
信
号
電
鈴
器
の
あ

る
場
所
附
近
に
お
い
て
電
鈴
信

号
の
妨
害
と
な
る
よ
う
な
放
迭

を
し
な
い
こ

E
o

止
風
俗
営
業
者
、
劇
場
.

映
函
館
、
商
底
、
そ
の
他
客
寄

せ
の
た
め
屋
外
に
向
け
て
行
う

計

量

器

の

定

期

検

査

賓

施

@

@

@

@

@

@

@

@

⑤
 

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

@

@

@

⑨

⑥

 

選

翠

人

名

簿

の

調

製

に

つ

い

て

漁
業
法
第
八
十
九
傑
の
規
定
一
す
れ
ば
、
法
人
も
翠
事
権

に
り
、
毎
年
九
月
十
五
日
現
在
一
を
有
す
る
。

で
遺
畢
人
の
選
畢
資
格
を
調
査
一
同
選
畢
人
名
簿
調
製
現
在
日

し
、
海
匝
漁
業
調
堕
委
員
会
委
一
ハ
九
月
十
五
日
〉
に
お
い
て

員
選
畢
人
名
簿
を
調
製
し
ま
す

一

住

所

を

有

す

れ

ば
よ
い
の

が
、
明
年
は
、
委
員
の
任
期
滞

一

で

あ

っ
て
、
一
定
の
住
所

了
に
よ
る
一
般
選
翠
が
行
わ
れ

一

期

間

は

、
名
簿
管
載
の
思

る
予
定
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
調

一

件

で

は
な
い
。

製
に
錯
誤
遺
漏
の
な
い
よ
う
特
一
例
一
年
を
遁
じ
九
十
日
の
日

に
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
一
数
は
、
現
実
に
神
に
出
て

て
選
畢
人
名
簿
調
製
の
義
務
一
漁
業
を
営
み
、
叉
は
漁
業

選
畢
人
の
申
請
に
基
い
て
、
市
一
審
の
た
め
に
水
産
動
物
の

還
畢
管
理
委
員
会
が
調
製
す
る
一
探
捕
を
行
っ
た
日
の
み
で

二
、
選
畢
人
名
簿
の
調
製
に
関

一

は

な

く
、
漁
具
の
手
入
等

す

る

期

日

及

び

期

間

一

の

準
備
作
業
.
思
天
候
の

L
調
製
期
日
九
月
十
五
日
現
在
一
た
め
待
機
し
た
日
・

資
材

Z
費

載

申

請

期

間

一

の

購
入
、
漁
獲
物
の
版
発

問
九
辛
苦
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で
一
等
の
営
業
行
駕
〈
所
謂

乱

費

載

申

請

の

方

法

一

「

睦

廻

り

」

〉

を

含

h
u

も
の

巻

尺

、

昼

尺

、

は

さ

み

尺

一

問

師

団

副

湾

怨

間

一

四

、

わ

れ

M
V簿
に
奄
載
で
き

d
伽れぬ
M
Mば
お

一

に

配
付
す
る
か
ら
、
一
世
一
な
い
者

及
び
お
も
り

一

帯
分
を
但
め
連
記
し
て
申
一

L

二
十
年
未
満
の
者
〈
昭
和

似
体
積
計
で
は

一

請

す
る

4

日

一

十

年
十
二
月
二
十
二
日
以

木
製
ま
す
・
金
属
製
ま
す
よ

4

調
製
期
限
十
月

三
叶

一
一

後
に
出
生
し

K
者
〉

ほ
う
ろ
う
鉄
器
製
ま
す
・

一
ι縦
賢
期
間
十
一
月
五
か
刊
一

2

禁
治
産
者

石
炭
酸
樹
脂
製
ま
す
、
斗
概
一

同

月
十
九
日
ま
・
一
9

山
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

帥
繊
度
計
で
は
検
尺
器
・
検
伸
一

〈

十

五

日

間

〉

一

れ

、

そ

の

執

行
を
終
る
ま

衡

・

繊

度

分

銅

一

札

異

議

の

申

立

期

間

一

で

の

者

一

縦

覧
期

間

内

一

ι
所
謂
選
事
犯
罪
に
よ
り
、

一
7.

異
議
の
決
定
期
間

一

禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

ー

ー

1

1

1

1

1
1

1

1

1

一

異
議
の
申
立
を
受
け
た
日
一
れ
‘
そ
の
執
行
を
受
け
る

宣
偉
放
迭
は
普
源
直
下
よ
り
十
一
等
に
支
障
あ
る
普
量
を
発
し
な
一

か

ら

二

十

日

以

内

一

こ

と

が

な

く

な

る

ま

で

の

米
の
距
離
で
六
十
五
フ
ホ

γ
以

一ぃ
。

一
弘
確
定
期
日

十
二
月
二
十
日
一

者

下
の
雪
量
。

一

丸

曹

響
器
、
楽
器
‘
そ
の
ご
=
、
選
畢
人
名
簿
に
菅
載
し
な
一

ι
海
底
漁
業
調
整
委
員
会
委

ι
午
后
九
時
ハ
品
は
午

一泊
昔
声
等
に
よ
り
発
す
る
雪
量
一

L

政

一

郎

氏

民

叉

は

一

品

設

群

防

諜

酢

後
八
時
)
か
ら
顎
日
午
百
九
時

一・

江
隣
の
者
に
迷
惑
を
及
ぼ
き
一

事

業

場

を
有
し
て
い
る
者
一

翠
権
停
止
中
の
者

ま
で
の
聞
は
迭
し
な
い
。

一
人
V

程
度
の
音
量
と
し
、
午
后
一弘
一
年
に
九
十
日
以
上
漁
船
一
五
.
そ

の
他
普
通
の
選
畢
を
行

ι
地
上
十
メ
ー
ト
ル
以
上

一

:
ら
翌
日
午
前
七
時
ま
で
一
を
使
用
す
る
漁
業
を
営
み
ろ
場
合
に
作
る
補
充
調
理
一
事

£
、
。

一J
l

ハ
ヵ

一

叉

は

漁

業

者

の

た

め

に

漁

人

名
簿
は
、
海
一也
選
一
撃
の

の
高
さ
か
ら
放
迭
し

T
L

一
の
山
は
近
隣
の
者
が
聞
き
と
れ
一

船

を

使

用
し
て
行
う
水
産

際
に
は
調
製
し
な
い
で
こ

-
拡
声
器
を
五
メ
ー
ト
ル

一な
レ
程
度
の
雪
量
、
と
す
る
o

一

動

植

物

の

探

捕

若

し

く

は

の

名

簿
の
み
を
使
用
致
し

以
上
の
高
さ
に
取
付
け
る
を
き

一

一

養

殖

に

従

事

す

る

者

ま

す

か

ら
、
電
載
申
請
を

一

四

、

工

場

騒

音

一

〈

註

〉

漏
ら
さ
な
い
よ
う
慎
重
を

は
角
度
を
三
十
度
な
い
し
四
十
一

雪
工
場
の
設
定
に
つ
い
て
は
一

ω
右
の
各
号
の
要
件
を
具
備
期
し
て
頂
き
ま
す
。

五

度

下

方

に

向

け

る

。

一

一

町
九
公
共
の
た
め
に
吹
鳴
す
一
努
働
基
準
監
督
局
が
取
締
に
当
一

る
時
報
は
右
の
制
限
外
で
あ
る

一
る
も
附
近
住
民
の
迷
惑
と
な
ら
一

が
会
社
、
工
場
等
の
始
終
業
の

一
な

い

様

に

す

る

。

一

合
図
の
も
の
は
必
要
限
度
を
こ

一五
、
そ
の
他
騒
音

一

え
た
雪
量
で
吹
鳴
し
な
い
こ

E
一
附
近
に
迷
惑
を
か
け
る
様
の
一

伺
移
動
し
て
宣
侍
広
告
の

一

一

一

う
に
注
意
す
る
@
な
お
一

た
め
の
拡
声
放
題
前
項
各
号
に

一
Z
L

一

よ
る
の
外
道
路
巾
員
五
米
以
下
一
ホ
シ
と
は
計
量
法
で
定
め
ら
れ
一

の
住
宅
地
に
お
い
て
放
迭
し
な

一た
脅
の
計
量
単
位
で
通
常
の
全

一
話
を
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
計

三
、
苦
響
機
器
、
楽
器
.
誓
声
一
る
と
大
体
六

O
ホ
シ
程
度
で

L

学
校
図
書
館
叉
は
病
院
一
す
。

の
周
渥
に
お
い
て
は
授
業
医
療

計
量
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
計
量
器
の
定
期
按
査
が
左
記

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
ず
か
ら
使
用
者
は
洩
れ
な
〈
受
検
し

で
下
さ
い
。

記

一
.
検
査
日
及
び
場
所

二二グ 二 グ 九月 日

三十 十二 十一 二 十九日 |時
日日 日 十日

i i i9j 場罰
区

域

な
お
時
間
は
何
れ
も
午
前
十

時
よ
り
午
巨
三
時
ま
で
で
す

二
、
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

計
量
器

ω畏
き
計
で
は

実
目
盛
付
直
線
直
尺

(
直
尺
で
竹
製
、
木
製
.
ス

テ
シ
レ
ス
製
な
ど
)

実
目
盛
付
角
度
直
尺

ハ
大
体
ス
テ
シ
レ
ス
製
の
曲

り
尺
)
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国勢調査は伸びる S本の遜しるべ

十
月
一
日
に
は
全

国

一
野
に
閑
勢
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
国

勢
調
査
は
.
五
年
目

ご
と
に
行
わ
れ
、
人

口
聡
業
眠
況
な
ど
を

調
べ

‘
政
治
や
行
政

の
た
め
の
基
礎
資
料

を
作
る
最
私
大
切
な

最
も
大
が
か
り
な
調

査
で
す
。
今
回
の
調

査
の
あ
ら
ま
し
は
究

の
要
領
で
行
わ
れ
ま

人
も
洩
れ
な
く
申
告
を

昭和 30年 9月15日発行

す。@
調
査
の
範
囲

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
.

十
月
一
日
に
国
内
に
住
ん
で
い

る
人
の
全
部
で
す
。
従
っ
て
二

三
の
特
例
を
快
い
て
は
.
日
本

人
は
も
ち
ろ
ん
.
外
国
人
点
調

査
さ
れ
，ま
す
。

@
調
査
の
場
所

こ
の
調
査
で
、

調
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
そ
の
人

が
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
世
帯
で

ま
と
め
て
調
査
し
ま
す
。
世
帯

に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
は

そ
の
世
帯
に
三
ヶ
月
以
上
住
ん

で
い
る
か
、
住
も
う
と
思
っ
て

い
る
人
の
こ
と
で
す
。
し
か

L

旗
行
し
て
い
た
り
、
病
院
に
入

院
し
た
り
、
舶
に
乗
っ
て
い
た

り
し
た
場
合
の
特
例
が
あ
り
ま

ず
か
ら
充
分
注
意
し
て
下
さ
い

@
調
査
の
方
法

調
査
は
九
月
二
十
四
日
か
ら

三
十
日
ま
で
の
一
週
間
(
準
備

調
査
期
間
)
に
、
調
査
員
が
各

幸良広市魚

世
帯
に
調
査
票
砂
田
市
し
ま
ず

か
ら
、
こ
れ
そ
十
月
一
日
の
朝

ま
で
に
攻
の
事
項
そ
記
入

L
申

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
告
は
一
般
の
家
庭
で
は
世

帯
主
が
、
寄
宿
や
下
宿
屋
で
は

そ
の
代
表
者
が
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
寸
。

ω
氏

名

ω
世
得
主
と
の
続
柄

ω
男
女
の
別

ω
出
生
の
年
月
日

明
配
偶
の
関
係

的問

国

籍

ま
た
、
十
月
一
日
か
ら
三
日
ま

で
.
調
査
員
が
再
び
各
世
帯
を

訪
問
し
て
就
業
状
態
.
事
業
所

の
名
称
.
所
在
地
、
事
業
の
種

類
、
仕
事
の
種
類
.
従
・業
上
の

地
位
‘
億
居
に
関
す
る
乙
と
な

ど
を
お
尋
ね
し
て
調
査
す
る
こ

を
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
正

し
く
問
題
い
の
な
い
よ
う
お
答

え
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
今
回
の
昭
和
三

十
年
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
る
の

で
す
。
や
が
て
(
九
月
下
旬
〉

皆
さ
ん
が
住
ん
で
お
ら
れ
る
区

域
を
担
当
す
る
国
勢
調
査
員
が

巡
回
訪
問
さ
れ
る
と
正
に
な
っ

て
い
ま
ず
か
ら
よ
ぐ
連
絡
を
と

っ
て
、
あ
や
ま
り
な
く
申
告
下

き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
こ

の
調
査
が
成
功
す
る
か
ど
う
か

は
.
皆
さ
ん
の
深
い
理
解
に
よ

る
も
の
で
す
か
ら
何
卒
正
し
い

申
告
に
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

火
災
保
険
料
の

引

下

げ

か

申

請

(第76号)

市
街
地
医
内
に
お
け
る
上
水

温
管
は
約
二
万
三
千
五
百
米
を

布
設
し
配
管
計
画
の
九

Oμ
程

度
が
完
成
し
ま
し
た
。
水
源
は

豊
臣
で
、
自
然
流
下
に
よ
る
配

水
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
停
電

や
機
械
的
な
事
故
に
よ
る
断
水

一、

は
な
く
、
水
圧
は
高
地
区
で
三

J

.
五
粁
、

密
、築
地
区
で
は
四
、

五

l
五、

・五
粁
を
常
時
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
.
充
分
な
消
火

的
能
力
を
有
し
て
お
り
.
消
火

栓
を
一
一
一
一
六
ケ
所
に
設
置
し
て

早
期
消
火
に
万
金
を
期
し
て
お

り
ま
す
。
一
方
、
消
防
関
係
で

は
機
構
.
設
備
の
雨
面
に
亘
つ

て
市
制
施
行
以
来
、
殴
革
増
強

さ
れ
、
消
火
能
力
が
一
大
飛
躍

し
た
の
で
、
火
災
保
険
料
率
の

改
定
を
関
係
当
局
に
申
請
し
ま

し
た
。

8月人口動態
男女計
88 27 65 

17 17 24 

l汀
2件

8.987 

46.δ57 

出生、

死亡

婚姻

離婚

世帯数

人口

「
と
じ
よ
り
の
福
祉
週
間
」

九
月
十
五
日
か
ら

九
月
二
十
一
日
ま
で

の
七
日
聞
を
「
乏
し

よ
り
の
稿
祉
週
間
」

と
し
.
九
月
十
五
日

を
「
正
し
よ
り
の
日

」
と
し
て
全
国
的
に

各
穂
の
行
事
が
展
開

さ
れ
る
こ
を
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
御
承
知
の
よ
う
に

「
と
し
よ
り
」
は
今
日
の
家
庭

、
祉
会
を
築
く
た
め
に
奮
闘
努

力
し
て
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た

方
々
で
あ
り
ま
す
。
顔
、
手
足

の
し
わ
は
人
生
に
お
け
る
苦
努

の
現
れ
と
も
云
え
ま
す
。
現
在

な
お
、
家
庭
社
会
構
成
の
一
員

と
し
て
苦
労
し
て
麗
ら
れ
る
「

と
し
よ
り
」
の
地
位
主
人
格
を

わ
れ
わ
れ
は
常
に
擁
護
し
親
愛

の
心
情
』
む
か
え
る
と
こ
ろ
に
、

明
る
い
民
主
社
会
が
建
設
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
1r
同

時
に
「
と
し
よ
り
」
自
ら
も
そ

の
本
分
を
自
費
し
、
新
し
い
時

代
に
協
調
し
て
若
も
の
の
生
活

主
溶
け
あ
い
、
進
ん
で
祉
会
に

9月15日--21日

喝
奉
仕
す
る
心
が
け
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
国
家
は
憲

法
の
精
神
に
し
た
が
い
、
と
し

よ
り
を
病
弱
と
貧
窮
か
ら
譲
り

生
活
を
保
障
す
る
制
度
を
速
や

か
に
完
成
す
べ
き
で
あ
句
ま
す

こ
の
運
動
実
施
に
つ
い
て
は

公
民
館
、
青
年
団
、
婦
人
会
及

び
学
校
等
が
連
絡
を
ξ
り
各
種

の
行
事
を
展
開
す
る
こ
と
が
の

ぞ
ま
し
い

E
思
わ
れ
ま
す
。
九

月
は
農
村
で
牧
種
に
多
忙
な
時

で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
各
地
区
に

お
い
て
敬
老
会
等
開
催
さ
れ
る

場
合
は
別
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
で

は
、
家
人
そ
ろ
っ
て
.
「
お
じ

い
さ
ん
‘
お
ば
あ
さ
ん
あ
り
が

と
う
」
の
趣
旨
で
と
し
よ
り
を

中
心
と
し
て
感
謝
の
一
日
を
逸

る
と
か
.
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る

と
か
、
「
と
し
よ
り
の
日
」
を

機
会
に
祖
先
の
墓
参
り
を
す
る

と
と
な
ど
よ
い
こ
と
L
思
わ
れ

ま
す
。

はちもを 2.1.たすまの答問

※……※語手う?温石単きそ同従義
がが¥す肥 灰 はず 基 品前の

............ . 普 ・袈ると窒‘が肥 種 か多
喜墨: 遁このこ穂素 . 川このら牧
品副長・ だれ 除 ξ 肥に 特 憐 遺行法

とに草 等 によ に酸たわを
-- .云 よ は で よ る 頭カくれき
m; わる等すり除 調り・てき
-:r- ・れ滅閑。不草 しを遁ぎた

る 政勝稔 施期たい

j相;稔貫っと どで少歩
実やたな平新畏ま減い合
もつらつ 潟野り枚こを
三て早て均豚豚をがと高

:号火:割穂 速い 見著稔め
日λ: 位数硫る るし粒る

でを安。 といが。

※……※ tt雪景き天き df言
よ 、固な%% % 別 と 穂
う更|く のこ数
努に五な 前とが

だ
か
ら
雑
草
に
奪
わ
れ
る
窒
素

分
を
褒
靴
に
実
ら
せ
た
ら
二
割

以
上
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

に
は
除
草
剤
と
し
て
石
灰
窒
素

を
用
い
て
頂
く
。
陸
作
り
に
二

段
式
耕
型
で
陸
型
に
す
ぎ
、
上

に
石
灰
窒
素
反
当
五

l
六
貫
を

ま
い
て
碑
土
器
を
か
け
五

l
七

日
間
政
置
し
て
お
く
。
雑
草
は

シ
ア
シ
の
毒
性
で
発
芽
力
を
失

う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
な
お
元
胞
の
燐
酸
や
加
里

は
溶
燐
塩
化
な
ど
で
元
胞
に
施

用
し
ま
す
。
次
に
穂
数
稔
と
実

め
る
。
播
種
期
か
ら
見
れ
ば

播
種
期
九
月
二
十
五
日
ま
き

稔

実

歩

合

三

l
五
割

穏
っ
き
一
一
一
段

播

穏

期

十

月

十

五

日

ま

き

実

稔

歩

合

二

1
三
割

穂

っ

き

九

段

こ
の
稔
実
を
よ
く
す
る
た
め

に
、
と
め
葉
が
出
た
頃
か
ら
、

出
穏
期
ま
で
に
硫
安
反
当
二
買

を
水
と
き
し
て
施
す
。
由
来
不

稔
粒
は
中
央
稔
実
部
の
下
位
及

び
頂
部
に
多
い
の
で
す
が
.
下

位
は
維
ず
い
が
惑
い
と
か
、

市
消
防
圏
秋
期
演
習

去
る
九
月
六
日
午
前
八
時
か

ら
西
部
中
学
校
々
庭
で
、
赤
尾

腕
滑
防
課
畏
は
じ
め
高
岡
魚
樟

警
察
署
長
、
金
光
消
防
長
に
全

消
防
団
員
、
滑
防
自
動
車
十
四

台
が
集
っ
て
市
消
防
団
の
秋
期

演
習
が
行
わ
れ
た
。

赤
尾
同
課
侵
、
金
光
消
防
長

の
検
閲
点
検
が
あ
っ
て
、
玉
落

L
実
践
操
法
、
業
務
訓
練
、
一

野
政
水
宇
行
っ
た
の
ち
.
市
中

を
行
進
し、
-
市
復
所
前
で
分
列

行
進
を
行
い
、
消
防
精
神
の
高

揚
に
つ
と
め
た
。
十
一
時
半
か

ら
赤
尾
同
課
長
の
講
評
訓
示
が

あ
っ
て
優
良
団
員
知
事
賞
第
八

分
団
班
長
宝
田
順
平
氏
ほ
か
十

三
人
、
河
内
団
提
賞
石
崎
武
夫

氏
ほ
か
二
十
七
人
を
表
彰
し
た

実
践
操
法
成
績
つ
ぎ
の
遁
り
、

市

長

賞

一

位

訟

倉

分

団

h
v

二
位
上
野
方
分
団

グ

三

位

魚

津

分

団

花
粉
に
カ
ラ
が
多
い
と
か
、
-

個
の
メ

γ
ベ
に
六
個
の
花
粉
が

必
要
だ
と
か
、
教
が
不
足
す
る

と
か
.
花
粉
の
数
が
厚
く
て
カ

ワ
カ
ム
り
に
な
っ
て
い
る
と
か

え
い
花
の
開
き
が
少
い
と
か
、

或
い
は
雄
ず
い
の
発
芽
不
良
で

(
毛
が
少
な
く
花
粉
の
を
ま
り

場
が
な
く
な
る
〉
等
が
研
究
の

結
果
判
っ
て
来
た
よ
う
で
す
が

要
は
栄
養
不
良
で
稔
実
が
惑
か

っ
た
の
を
春
肥
‘
穂
肥
等
で
穂

数
の
増
加
、
花
器
の
充
実
に
よ

っ
て
稔
実
を
良
く
し
、

多
吹
を

回
る
よ
う
努
め
た
い
も
の
で
す

地
力
を
つ
く
る
た
め
に
大
褒

を
作
っ
て
堆
肥
代
り
に
す
ぎ
込

み
ま
し
ょ
う
。
ジ
シ
ゲ
を
作
つ

七
緑
肥
や
飼
料
に
供
す
る
こ
と

は、

多
年
体
験
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
は

.
0
.
四

d
p
の
窒
索
は
あ
る
が
地
力
と
な

ら
な
い
し
、
時
に
は
凶
作
の
憂

目
を
見
る
事
も
あ
る
。
地
力
と

は
普
遁
.
土
中
の
り
グ
-
一
シ
を

云
う
の
で
、
藁
稗
野
草
が
給

源
で
あ
り
.
腐
植
に
な
っ
て
保

肥
力
、
保
水
力
と
な
り
遁
気
を

良
く

L
.
植
生
を
助
け
る
わ
け

で
牧
量
に
直
接
影
響
し
ま
す
。

さ
て
こ
の
堆
厩
胞
を
反
当
官
一
l
l

四
百
貫
生
産
す
る
こ
と
は
‘
坊
料

並
に
第
力
上
か
ら
見
て
至
難
な

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
こ
れ
を
容

易
に
実
現
出
来
る
方
法
と
し
て

秋
早
々
、
大
褒
を
作
っ
て
、
出
来

れ
ば
暮
に
刈
っ
て
飼
料
と
し
、

五
月
に
は
レ
シ
ゲ
同
様
す
き
こ

ん
で
頂
く
。
更
に
炭
素
翠
調
整

の
た
め
寧
茸
の
紫
雲
英
を
.
百

貫
ご
と
に
四
百
匁
の
窒
棄
を
加

え
て
頂
く
。
こ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
特
別
腐
植
の
必
要
な
水

害
復
興
地
は
じ
め
、
容
易
に
異

性
腐
植
を
給
す
る
こ
と
が
で
き

地
力
を
増
進
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

.

曝
書
の
た
め
休
舘
の

お
知
ら
せ

毎
年
の
と
お
め
曝
書
ハ
本
の

虫
ぼ
し
.
製
本
〉
の
た
め
究
め

と
お
り
休
館
い
た
し
ま
ず
か
ら

御
了
承
下
さ
い
。

記

一
、
期
間
九
月
十
九
日
よ
り

九
月
三
十
日
ま
で

な
ほ
貸
出
図
書
の
返
本
さ
れ
る

方
は
受
付
い
た
し
ま
す
か
ら
お

い
で
下
さ
い
。

婦
入
社
会
福
祉
事
業

指
導
者
講
習
会
開
催

一
、
間
引
と
追
肥

白
菜
大
根
等
は
、
今
月
の
中

頃
か
ら
念
に
ふ
と
り
始
め
ま
ず

か
ら
お
互
の
株
が
競
り
太
に
な

っ
て
成
長
す
る
様
な
こ
と
に
な

る
と
結
果
が
悪
い
か
ら
、
間
引

は
遅
く
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
と
の
時
期
か
ら
肥
料
の

必
要
度
が
急
に
高
く
な
り
.
肥

料
が
不
足
し
て
発
育
が
遅
れ
ど

ん
な
に
温
胞
を
じ
て
も
温
つ
か

な
い
か
ら
特
に
基
肥
の
余
り
入

っ
て
い
な
い
畠
は
.
次
々

E
追

肥
を
し
て
発
育
を
促
す
事
が
大

切
で
す
。

温
肥
に
化
学
肥
料
を

施
用
す
る
場
合
は、

晴
天
時
に

秋

読

水
肥
ハ
水
一
斗
に
硫
安
五

O
匁

尿
素
二

O
匁
〉
と
し
て
施
用
す

る
。
雨
中
か
雨
巨
で
土
が
漏
っ

て
い
る
場
合
は
皮
当
り
三

l
五

貫
と
株
本
に
つ
ま
ん
で
施
用
す

る
。
ハ
土
入
と
併
用
も
よ
い
〉

畠
の
乾
い
て
い
る
時
に
施
用
し

て
も
肥
苅
が
遅
く
下
手
に
行
う

と
肥
傷
み
を
起
す
事
が
多
い
。

叉
遁
胞
に
は
加
里
分
の
施
用
も

効
東
が
大
で
、

特
に
品
質
の
向

上
等
に
役
立
ち
耐
病
性
も
増
加

す
る
か
ら
窒
素
質
肥
料
と
混
用

す
る
と
良
い
。

二
、
排
水
と
乾
燥
防
止

排
水
の
惑
い
畠
や
堆
肥
の
弐
ら

な
い
畠
や
水
田
早
生
跡
の
畠
に

婦
人
が
地
域
社
会
に
お
け
る

活
動
を
と
お
し
て
、
祉
会
福
祉

事
業
を
も
り
上
げ
る
こ
と
は
、

最
も
特
性
に
か
な
っ
た
こ
主
で

あ
り
、

特
に
児
童
福
祉
、
母
子

福
祉
面
に
於
て
婦
人
に
ま
つ
ぺ

き
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
い
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
婦
人
の
力
に

よ
り
祉
会
福
祉
事
業
の
活
動
を

一一
層
活
発
化
す
る
た
め
の
趣
意

か
ら
指
導
者
講
習
会
が
究
の
要

領
で
行
わ
れ
ま
す
。

て
日
時
九
月
十
九
日
ハ
月
V

午
前
九
時

t
午
巨
三
時

二
、
場
所
下
野
方
出
張
所

三
、
受
講
者

魚
津
市
、
黒
部
市
一
円
の
婦
人

会
、
未
亡
人
会
の
正
副
会
長
.

婦
人
民
生
児
童
委
員
、
青
年
団

女
子
役
員
、

婦
人
保
諮
司
、
農

協

婦

人

部

E
副
部
長
、
母
親

目.

空上上

航海陸

菜
作
ら
れ
て
い
る
白
菜
等
で
、

降

雨
の
あ
と
往
々
に
し
て
白
菜
が

日
中
し
お
れ
て
夕
方
に
快
復
(

病
気
で
な
い
〉
す
る
現
象
が
あ
-

'

一

防
衛
聴
に
お

い
て
は
‘
昭
和

一

張

す

る
政
黛
そ

の
他
の
団

る
こ
れ
は
畠
の
土
中
の
空
~
気
寸
言
干

年
度
第
二
次
自
衛
官
募
集

一
体
を
結
成
し
ま
た
は
そ
れ

足
に
よ
り
根
の
働
き
が
出
来
な
一を
次
に
よ
り
実
施
中
で
あ
り
‘
一
に
加
入
し
た
者。

く
な
る
た
め
で
、
此
の
様
な
畠
一
有
震
な
青
年
の
応
募
に
期
待
し
一
二
、
入
隊

は
な
る
べ
く
早
〈
畠
の
排
水
を
一て

お

り

ま

す

。

一

探

用

予

定

期

日

は
か
り
、
陛
の
上
面
の
申
併
を
二

、
応
募
資
裕

一

陸

士

明

年

一

月

中

旬

、
海
士

行
い
・
遁
気
を
は
か
る
o
逆
に
号

年
昭
料
六
年
一
月
二
日

か
ら

一

語

研

一

円

四

百

既

日
好
左
腕
き
で
畠
が
民
自
に
乾
一

昭
和
十
三
年
一
月
一
日
ま
一
三
月
高
校
卒
業
見
込
の
者

〈
様
な
場
合
は
白
菜
等
の
発
育
一

で
に
生
れ
た
心
身
健
全
な

一

は

、
三
月
下
旬
に
探
周
き

不
良
と
な
り
、
恰
ホ
肥
切
れ
の
一

男
子
で
、

原
則
と
し
て
独

一

れ
る
予
定
で
す
か
ら
、
該

様
な
現
象
を
起
し
、
叉
虫
の
被
一

身
者
。

一

当
者
は
志
願
の
際
志
願
票

害
が
増
大
す
る
と
き
は
.
出
来

τ学
力

一
学
陪
欄
に
マ
の
冒
記
入
し

。
一

新
制
中
学
校
卒
業
程
度
以

一

て

下
さ
し
‘

れ
は
、
、
ゾ
へ

緩
く
謹
水
す
る

一

上
の
学
力
を
有
す
る
者
。
一
三
、
任
周
期
間

{
{
i
t
j
j
i
-
-

r身
体
検
査
基

準

一

仔

周
期
聞
が
あ
る
の
は
隣

〉

与

3
2

一

一

ア
身
長

一
五
玉
糧
以
上
、
胸

一

士

だ
こ
で
そ
の
期
間
は
二

ι
信
E
到

一

一

一

闇
身
提
の
二
分
の
一
以
上
一
年
ま
た
は
三
年
で
す
。

海

'ー

:

‘

一

一

体
重
四
入
庇
以
上
の
者
。
一
士
空
士
を
志
願
し
た
も
の

.

一

イ
視
力
陸
士
空
士
は
眼
鏡
を

一

で

も

陸
士
に
採
用
さ
れ
、る

三
・
病
虫
害
防
除

一

か
け
な
い
で

O
、
六
以
上
一

時
腕
州
野
川
町
一
町
一
致
一
か

病
害
で
最
も
問
題
と

な

る

の

旦

叉

は

眼

鏡
を
か
け
な
い
で
一
で
か
こ
ん
で
下
さ
い
。

白
菜
で
す
排
水
不
良
N
過
多
、
一

0
・
一
以
上
で
眼
鏡
令
市
一
四
、
受
付
期
間

肥
あ
た
り
描
乾
・
風
害
等
は
旦

れ

ωト
…
お
い
…
…
…
一
一
い
一
肌
刊
寸
巳
叙
犯
功
、
十

れ
も
病
害
発
生
の
誘
闘
で
あ
る
」

で
両
限
と
も

0
・
八
以
上
一
五
、
志
願
手
続

か
ら
充
分
警
戒
を
し
て
、
発
病
一

の
者

ハ
ト
ラ
ホ
ー
ム
は
昭
一
市
役
所
叉
は
も
よ
り
の
自

の
傾
向
が
あ
れ
ば
直
ち
に
〆
イ
÷

度
の
者
で
も
採
用
し
な
い
一
衛
隊
か
ら
志
願
票
二
還
や

セ
シ
ハ
水
一
斗
十
匁
内
外
〉

ヱ

ウ
弁
色
力
海
士
空
士
は
完
全

一
持
制
引
河
一
お
一
枇
日
間

銅
製
剤
等
に
展
着
剤
を
加
落
し
一

な
者
、

陸
士
は
極
く
軽
度

一
或
は
郵
拍
手
し
て
下
さ
い
c

て
撒
布
し
て
下
さ
い
。
虫
害
の
一

の

色

弱

は

可

。

一

六

、

試

験
期
日
及
び
試
験
場

一

エ
聴
力
が
正
常
な

者

一

十

月

二

十

-

目

ハ

金

〉

か

ら

防
除
と
し
て
は

.
B
H
C
水
型
弘
欠
格
事
項

一
十
一
月
六
日
ハ
日
〉
ま
で
の

剤
.
デ
ル
ド

p
y
等
の
繋
剤
を
一ア
日
本

国
籍
の
な
い
者

一
間
に
行
な
わ
れ
、
富
山
、

虫
の
初
発
と
同
時
に
防
除
主

イ
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産

一

高
岡
の
二
ケ
所
に
設
置
の

一

一

予

定

。

る
o

ナ

メ

グ

ジ

、

デ

シ

デ

シ

皇

者

。

一

七

、

探

否

の

決

定

等
の
防
除
に
は
、
批
酸
鉛
一
三
ウ
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
一
探
用
予
定
日
の
お
お
ね
む

ー
一

れ
、
そ
の
執
行
を
終
る
ま
一

古
前
ど
ろ
ま
で
に
到
着
す

対

い
し
消
石
灰
三
の
重
量
比
三

で
叉
は
執
行
を
受
け
る
こ
一
る
よ
う
通
知
を
行
い
ま
す

混
和
し
た
も
の
を
撒
粉
す
る
。

一

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
一
な
お
不
採
用
者
に
対
し
て

エ
法
令
の
規
定
に
よ
る
惑
戒

一
は
遁
知
い
た
し
ま
せ
ん
o

.
一
入
、
そ
の
他

菟
職
の
処
分
を
う
け
そ
の
一
受
験
の
た
め
の
旋
費
は
支

処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
一
給
し
ま
せ
ん
が
、
探
用
者

過

し

な

い

者

。

一

に

対

し

て

は

入

隊

後

実

質

オ
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
一
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

下
に
成
立
し
だ
政
府
を
暴
一

向
詳
細
は、

市
復
所
市
民
課
に

力
で
破
壊
す
る
ど
正
を
主
-
御
問
合
せ
下
さ
い
。

自

衛

官

募

集

グ
ラ
プ
正
副
会
長
な
ど

四
、
講
習
内
容

O
婦
人
の
地
域
社
会
活
動
に
つ

い

て

豚

婦
人
児
童
課
長

O
児
童
福
祉
活
動
の
あ
ら
ま
し

に
つ
い
て
豚
児
童
係
長

O
母
親
グ
ラ
プ
に
つ
い
て

-

鯨
婦
人
係
長

一

八
月
=
十
六
日
か
ら
丸
月
十
日
ま
で

O
祉
会
南
祉
事
務
所
の
所
撃
事
-
入
月
二
十
六
日
ハ
金
〉

一

昭
和
三
十
年
度
緊
急
土
木
杏

務
に
つ
い
て

一

市
教
育
委
員
会
臨
時
会
開
催

一

定
の
た
め
建
設
者
か
ら
高
橋

市
祉
会
福
祉
事
務
所
亘
全

二

十

九

日

ハ

月

〉

一

査

定

官
等
来
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